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言論マップ生成課題： 
言説間の類似・対立の構造を捉える 

ために

村上浩司　松吉俊(NAIST)　隅田飛鳥(JAIST/NAIST)　 
森田啓　佐尾ちとせ　増田祥子　松本裕治（NAIST）　 

乾健太郎（NICT) 
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Webアクセスの現状

・ 情報検索のランキングは信憑性を反映しない 
　（例：Googleにおいて“マイナスイオン”の上位10位） 

・ 偏った言論を鵜呑みにしてしまう危惧 

情報の俯瞰が必要

言論の相対的な関係の把握 
　　・ 俯瞰するための情報をユーザに提供 
　　・ 言論マップを生成
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Web上のテキスト情報間の論理的関係解析

例： 裁判員制度ってどうなんだろう？ 
　　　どんな問題があるのかな？
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裁判員制度に関するページ検索

もっとも問題だと言われているのが守秘義務のことだと思います。

裁判員制度には問題点が多々ある

最も問題なのは、守秘義務だと考えています。

裁判員制度を導入することは問題が多すぎる。

裁判員への広範な守秘義務、裁判員への情報提供を処罰するなど問題点

司法への国民参加の制度として画期的な意義を持つ

裁判員制度は司法に国民が参加するという画期的な制度である

裁判上知りえた事実を守秘義務によって終生口外してはならない規定が裁
判員の負担になる
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言論間のクラスタリングと論理的関係解析

もっとも問題だと言われているのが守秘義務のことだと思います。

裁判員制度には問題点が多々ある

最も問題なのは、守秘義務だと考えています。

裁判員制度を導入することは問題が多すぎる。

裁判員への広範な守秘義務、裁判員への情報提供を処罰するなど問題点

司法への国民参加の制度として画期的な意義を持つ

裁判員制度は司法に国民が参加するという画期的な制度である

裁判上知りえた事実を守秘義務によって終生口外してはならない規定が裁
判員の負担になる
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言論のクラスタリングと論理的関係解析

裁判員制度を導入することは問題が多すぎる

裁判上知りえた事実を守秘義務によって終生口外してはならない規定が裁
判員の負担になる

もっとも問題だと言われているのが守秘義務のことだと思います

裁判員への広範な守秘義務、裁判員への情報提供を処罰するなど問題点

最も問題なのは、守秘義務だと考えています

裁判員制度には問題点が多々ある

裁判員制度は司法に国民が参加するという画期的な制度である

司法への国民参加の制度として画期的な意義を持つ



7 

言論のクラスタリングと論理的関係解析

裁判員制度を導入することは問題が多すぎる

裁判上知りえた事実を守秘義務によって終生口外してはならない規定が裁
判員の負担になる

もっとも問題だと言われているのが守秘義務のことだと思います

裁判員への広範な守秘義務、裁判員への情報提供を処罰するなど問題点

最も問題なのは、守秘義務だと考えています

裁判員制度には問題点が多々ある

裁判員制度は司法に国民が参加するという画期的な制度である

司法への国民参加の制度として画期的な意義を持つ

<対立>

<根拠・例示>
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論理的関係の解析

・裁判員制度は問題が多い 
・裁判員制度の開始にあたっては残された問題も多くあります。 
・裁判員制度を導入することは問題が多すぎる 

言論数 ： ４
クラスタ：　守秘義務は問題だ 

・この裁判員制度の中で最も問題だと言われているのが守秘義務のことだと思います。 
・この制度で、最も問題なのは、守秘義務だと考えています。 
・裁判員法案は、裁判員への広範な守秘義務、裁判員への情報提供を処罰するなど問
題点はあります 
・裁判上知りえた事実を守秘義務によって終生口外してはならない規定が裁判員の負担
になる 

・司法への国民参加の制度として画期的な意義を持つ 
・裁判員制度は司法に国民が参加するという画期的な制度である 
・従来から問題になっている裁判のスピードアップ化という裁判員制度の一つの理念には賛成します

・裁判員制度の導入によって、現在の裁判の、解りにくいとか時間がかかりすぎるなどの問題が改善されていくでしょう。

言論マップとは 
　言論間の論理的関係を解析し、個々の言論をノード、 
　その間の関係をエッジとするグラフ
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言論マップ出力例

<例示・詳細>

<対立>

<対立>

<根拠>

<例示・詳細>

<例示・詳細>

<対立>
<対立> <対立>

<対立>

<例示・詳細>
<例示・詳細>

<根拠>

問題は守秘義務です  

ガキが裁判員に選ばれることも 
あるのが裁判員制度の問題点

定住外国人は、裁判員に選ばれる権利がない裁判員が正常な判断が出来ない危険性がある

司法に国民が参加する点で 
大きな意味がある 

被告人の人権保障、誤判防止という観点から 
刑事司法改革を議論していない

裁判員制度は 
問題がある 

問題点は裁判の質の低下である。 

裁判のスピードアップ化という裁判員制度の一つの理念には賛成 

刑事裁判はその理想からかけ離れた 
ものとなり、現状より後退したものとなる

捜査手続、証拠法則等の問題に改変を加えないまま、 
裁判員制度を創設することに懐疑的

刑事裁判が抱える問題を解決する推進力となる 

捜査手続きの在り方、公判審理の在り方などの問題点を 
解消できる切っ掛けが裁判員制度にある
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言論マップ生成のためのサブタスクと現状

（１）取り扱う“言論”について 

（２）言論の論理的関係 

（３） 実現のためのサブタスクとその現状 
　　− 事実性解析 
　　− （コト、モノ）に関する知識の整備 
　　− 評価用コーパスの作成 
　　− 言論間論理的関係解析 
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言論マップ生成課題（１）　言論の単位

例）　鯨の頭数ガ 十分に 回復している  
　 ⇔ 鯨ガ 絶滅の危機ニ さらされている  

例）　ピルビン酸塩ガ ［（利用者ガ）運動をしなくても］ 
　　　（利用者の）体脂肪ヲ 減らす 
　⇔ ［ピルビン酸塩デ （利用者の）体脂肪ヲ 減らすには］ 
　　　（利用者ガ）有酸素運動ヲ する必要がある 

単純命題： 述語項構造（節）に概ね相当する言語表現 
　　　　　　　＋述語の極性＋否定 
　　　　　　　＋テンス＋アスペクト＋モダリティ 

複合命題：言論が複数の述語項構造間の論理関係 
　　　　　　　から構成 
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言論マップ生成課題（２）　言論間の論理的関係

・依頼　（A:喫煙マナーを守る　B:喫煙マナー向上を求める） 

同義・類義　　　　　　　　　　　矛盾・対立・反論 
・含意（Bが成り立てばAも成り立つ） 
 − 認識　（A:喫煙は危険性がある　B:喫煙の危険性は知られている） 
 − 言明　（A：喫煙は危険性がある　B:喫煙の危険性を報告する） 
 − 例示　（A:喫煙は害がある　　B:血行障害が引き起こされる） 
 − 上位下位 （A:ニコチンが体内に浸透する　B:ニコチンが脳内に侵入する） 
 − 情報付加 （A:喫煙はリスクが高くなる　B：喫煙で女性はリスクが高くなる） 
 − 視点の交代　（A:喫煙で被害を与える　B：喫煙で被害を受ける） 

・結果 　 （A:ニコチンを摂取する　B：ニコチン濃度が高くなる） 

・未実現 　（A:喫煙マナーが良くなる　B:喫煙マナー向上を目指す） 

・確信度の強弱　（A:喫煙は健康を損ねる　B：喫煙の健康被害が心配
される） 
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言論間関係解析

事実性解析
書き手の意図、時間情報の把握

ニコチンガ 体二 影響ヲ 与えるらしい 
（・， 状態， ・，推量，・，状態，・）

言論マップ生成課題（３）　サブタスク

ユーザ

言論マップ

着目主題

実体に関する知識

大規模知識ベース

事象に関する知識

知識獲得

Webリポジトリ

事象（コト）表現間の論
理的関係の整備

実体（モノ）間の上位下位関係、 
実体の利活用に関する 
知識の獲得

喫煙って体に悪い？

言論抽出

ニコチンガ 体二 影響ヲ 与えるらしい

省略を考慮した述語項構造解析

文書検索

ニコチンは体に影響を与えるらしい

着目主題に関する 
パッセージの集合
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事実性解析（原ら（2008）、森田ら（2008））

Web上の様々な表現　：　意見？伝聞？意志？ 

捕鯨国の反対が激しいだろう 予定 
ニコチン依存症と診断された 実現

否定 

・ 実現（既に起こった・起こっている） 
・ 否定（起こらなかった・起こっていない） 
・ 予定（起こるだろう） 
・ 仮定（起こるかもしれない） 

に分類

ステロイド剤に副作用はない

地球温暖化対策を始める 
地球温暖化対策を始めている

予定

実現
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知識の整備（１）　事象間関係知識の整備

用言1.4万語

意味クラスや 
項構造の情報

事象間関係知識 
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知識の整備（１）　事象間関係知識の整備

事象間関係知識のエントリの例
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知識の整備（１）　事象間関係知識の整備

事象間関係知識として述語項構造辞書の編纂 
　　・ 2つの言語資源を統合、整理 

　　・ 10種類の関係 
　　　同義（言い換え）、同義・上位、反義語、 
　　　前提条件、結果（状態）、付帯状況、不可分、 
　　　原因・理由、目的、手段 

　　・ 1.4万の用言について46,000対の関係知識を整備 

　　・ 約4,000の主要な動詞に対して意味クラス情報を付与
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知識の整備（２）　実体間関係知識

実体に関するシソーラスの利用 

        ・ 親子関係：　含意関係 
        ・ 姉妹関係：　類似関係　

現状： 
・ 約350万件の実体間上位下位関係の獲得 

HTML文書　　　　　　　　　　：　    627,791 
日本語WordNet　　　　　　　：　    876,861 
Wikipediaカテゴリ体系　　　：　    642,695 
Wikipediaの階層構造など  ：　 1,885,502

調査捕鯨商業捕鯨

捕鯨
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言論マップ評価コーパス

言論マップ生成システムの出力を評価 
　　・ 単純命題を対象とした評価コーパス 
　　　　− システムへの入力と共通の言論を対象 
　　　　− 同義・類似言論をクラスタ化 
　　　　− クラスタを単位として、類義以外の関係を 
　　　　　クラスタに対して付与 
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単純命題レベルの言論間の関係解析

最終目標：　複合命題レベルでの言論マップ生成 
第一段階：　単純命題レベルの言論間関係解析 

   　　（述語項構造＋否定、受け身、使役の助動詞） 

言論マップ生成システム 
1.  クエリから関連文書検索 
2.  論点リストの獲得 
3.  関連文書集合から単純命題の抽出 
4.  否定表現の抽出 
5.  取り立て助詞（は、も）を格助詞に変換 
6.  同一命題をグループ化 
7.  項構造を包含する単純命題をグループ化 
8.  格の交代関係にある項を持つ単純命題をグループ化 
9.  事象間関係知識を用いて命題のクラスタ化 
10.  受け身、使役の修正 
11.  クラスタ間に反義関係を認定 
12.  不必要な言論クラスタの除去 
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評価実験

コーパス中で反義、類義関係が付与された命題を 
事象間関係知識をもちいて関係を再現

認識すべき論理的関係 
　・ 反義および同義・類義 

対象データ 
　・ 喫煙（10論点、1459命題） 
　　［ 肺がん、害、ニコチン、健康、危険性、 
　　　リスク、マナー、影響、受動喫煙、禁煙 ］ 
　・ ステロイド（5論点、1300命題） 
　　［ 医師、皮膚、かゆみ、ステロイド剤、ステロイド軟膏 ］
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実験結果

トピック 論点数 Recall (sym) Precision (sym) Recall (ant)
喫煙 10 0.470 (687/1459) 0.801 (687/857) 0.266 (25/95)
ステロイド 5 0.540 (702/1300) 0.836 (702/839) 0.114 (4/35)

受動喫煙でも リスクは 高まる ⇔受動喫煙も リスクを 上昇させる

喫煙は 健康にも 影響を 与える　⇔喫煙で 健康を 損なう

受動喫煙から 小児を 保護する ⇔  受動喫煙に 気を つける

関係認識の成功した例

喫煙者に 禁煙を 呼び掛ける　⇔  国民に 禁煙を 訴える 
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言論マップ　デモ版（随時アップデート）

http::/cl.naist.jp/~kmurakami/demo/new/
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考察

 1．名詞に関する上位下位関係、類義関係の導入 

 2．さらに難しい問題（これからの課題） 

ニコチン依存症に 喫煙者が 陥る　⇔　ニコチン依存に 陥る 
ニコチン依存に なる　　　　　　　　　⇔　ニコチン中毒に なる

命題間の関係をより多く、適切に捉えるために

アトピー性皮膚炎では 症状が 治まる 
アトピー性皮膚炎は 軽減する 
アトピー性皮膚炎が よくなる 
アトピー性皮膚炎は ステロイドに 救われる

アトピー性皮膚炎患者を 完治に 導く　 
　⇔ アトピー性皮膚炎を 永遠に 抑える 
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まとめ

言論マップ生成課題 
　言論間の論理的関係を抽出、クラスタ化と可視化

・ 言論の定義 
・ 言論間の論理的関係 
・ 技術的課題 
　　− 論点抽出 
　　− 事象間関係知識 
　　− 実体間上位下位関係知識 

・ 述語項構造辞書を用いた類義、反義の再現実験 
　　− 高い精度で関係を再現
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今後の課題

・ 各要素技術の開発、統合 
　　− 論点抽出 
　　− 事実性解析（規模の拡張、解析精度の向上） 
　　− 事象間関係知識（項目の拡張） 
　　− 実体間上位下位関係知識（関係知識の洗練） 
　　− 評価コーパス（仕様の詳細化、タグ付け） 

・ 言論マップ生成システム 
　　− 関係認識精度の向上 
　　− 事実性解析によるモダリティ情報の導入


